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Fig. 1 玉鋼で作製された日本刀の熱処理温度によるオーステナイト粒サイズの分布．780°C以上では炭素の不均一性によって巨大

粒や微細粒が観察される．

Fig. 2 (a)旧オーステナイト粒の結晶方位差分布図平均のオーステナイト方位分布からの差を図にした．(b)マルテンサイトの

24個のバリアントマップ(V1～V24)．黒矢印は英大文字で表された TiC のまわりの歪の大きな部分でマルテンサイトバリ

アントの成長の核と考えられる．白矢印は I と表されている TiC 粒によって成長が止まったマルテンサイトと考えられる．
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オーステナイト組織の再構築法による新たな展開
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マルテンサイトの EBSD データを用いてオーステ
ナイトの再構築の方法が提案されている．我々は再構
築の方法の自動化を提案し(1)，オーステナイト粒サイ
ズや分布を定量的に評価することなどに利用できるこ
とを示した．Fig. 1 は玉鋼から作製した日本刀の熱
処理温度によってオーステナイト粒がどのように分布
するかを示したものである．炭素原子の不均一性によ
る粒成長を反映し760°Cの熱処理温度によって巨大粒
成長を押さえられることが類推される(2)．さらに再構
築法は高分解能のデータセットを用いた解析を行うこ
とにより次のようなことにも利用できる．Fig. 2 はチ
タンを多く含んだ鋼のマルテンサイト変態によって局
所的な歪を調べることもできることを示したものであ

る．TiC の析出物まわりの歪がマルテンサイトバリア
ントの成長を妨げている様子がわかる(3)．

Fig. 1 玉鋼で作製された日本刀の熱処理温度による
オーステナイト粒サイズの分布．780°C以上では炭素
の不均一性によって巨大粒や微細粒が観察される．
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